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平
成
十
八
年
度
の
各
会
計
の
予
算
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
昨
年
度
と
比
べ
、
七
億

六
千
万
円
減
の
二
七
億
三
一
〇
〇
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
十
六
・
十
七
年
度
に
実
施
の

御
宿
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
の
完
成
に
よ

る
減
額
の
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
委
託
業

務
を
見
直
し
、
で
き
る
だ
け
職
員
の
手
で

行
う
ほ
か
、
少
人
数
で
事
務
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
か
ら
人
件
費
を
削
減
し
、
総
額

で
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
中
学
校
外
構
工
事
や
屋
内

運
動
場
の
実
施
設
計
の
ほ
か
、
重
度
障
害

者
医
療
給
付
費
な
ど
の
福
祉
経
費
、
漁
港

整
備
事
業
や
道
路
新
設
改
良
な
ど
産
業
や

生
活
の
基
盤
整
備
に
か
か
る
経
費
、
種
苗

放
流
や
商
工
会
補
助
な
ど
各
産
業
振
興
を

推
進
す
る
た
め
の
経
費
等
を
計
上
し
ま
し

た
。

27億3,100万円

育
む
育
む

対前年度 21.8%減

育
む
育
む

夢、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
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十
八
年
度
の
歳
入
は
、
町
税
が

九
億
二
一
四
五
万
七
千
円
と
前
年

度
に
比
べ
三
二
二
万
四
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

価
の
下
落
や
家
屋
の
評
価
替
え
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
大
幅
な
減
収

が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
定
率
減

税
が
こ
れ
ま
で
の
約
半
分
に
縮
減

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
税
が

増
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
七
三
五
七
万
九
千
円
を
計
上

し
、
昨
年
度
と
比
べ
一
億
三
五
三

五
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
校
舎
改
築
や
岩
和
田
団
地

外
壁
工
事
の
完
了
に
よ
り
補
助
金

の
減
額
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
ほ

か
、「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る

国
の
負
担
軽
減
の
影
響
と
し
て
、

児
童
手
当
に
係
る
国
の
負
担
が
三

分
の
二
か
ら
三
分
の
一
に
縮
減
さ

れ
た
要
因
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
六
億

六
千
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に

比
べ
四.

六
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
自
治
体
間
の
財
政
的
な
不

均
衡
を
調
整
し
て
、
ど
の
地
域
の

住
民
に
も
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
国

が
財
源
を
保
障
す
る
制
度
で
す
が
、

自
治
体
の
自
由
裁
量
に
よ
る
行
政

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

税
源
移
譲
に
よ
り
、
国
自
体
の
財

源
の
縮
減
が
影
響
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

歳　入

月の沙漠記念館や町営ウォーターパークの
入場料も町の大切な財源となります。

平成18年度 前年度比較

科　　目　　 予算額① 構成比 増減額 増減率

町 税 921,457 33.7 3,224 0.4

地 方 交 付 税 660,000 24.2 ▲ 32,000 ▲ 4.6

分担金及び負担金 275,305 10.1 ▲ 7,033 ▲ 2.5

使用料手数料 71,131 2.6 ▲ 5,488 ▲ 7.2

国 庫 支 出 金 73,579 2.7 ▲ 135,350 ▲ 64.8

県 支 出 金 116,086 4.3 ▲ 8,706 ▲ 7.0

財 産 収 入 41,501 1.5 ▲ 6,630 ▲ 13.8

繰 入 金 61,001 2.2 ▲ 144,000 ▲ 70.2

繰 越 金 75,000 2.7 ▲ 30,000 ▲ 28.6

諸 収 入 48,139 1.8 15,238 46.3

町 債 160,900 5.9 ▲ 427,400 ▲ 72.7

そ の 他 226,901 8.3 18,145 8.7

合　　　　 計 2,731,000 100.0 ▲ 760,000 ▲ 21.8

その他（地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、ｺﾞﾙﾌ場利
用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全特
別対策交付金、寄附金）

１人当たりが
納める税金の合計

112,716円

921,457千円

入 湯 税

73円

600千円

町たばこ税

5,793円

47,356千円

軽自動車税

1,261円

10,310千円

固定資産税

70,909円

579,677千円

町 民 税

34,680円

283,513千円

 平成18年度 予算

町民１人当たりの税金
（Ｈ18.3.31現在の人口8,175人を基準）（下段は総額）

年

平成18年度一般会計歳入予算
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心
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

た
ち
の
学
習
環
境
の
整
備
を
図

る
こ
と
で
、
感
性
あ
ふ
れ
る
児

童
・
生
徒
の
教
育
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
七
月
で
交
代
と
な

る
外
国
青
年
の
招
致
事
業
や
御

宿
小
学
校
の
耐
震
調
査
、
公
民
館

の
各
種
教
室
の
開
催
や
資
料
館
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
運
営
費
用
な
ど
を
計
上
し
、

町
民
の
生
涯
教
育
に
つ
い
て
も

充
実
を
図
り
ま
す
。

安心して生きがいを持てる生活を

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
福
祉
充
実
を
図
る
た
め
、
施
設

入
所
措
置
、
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
、
日
常
生
活
用
具

等
の
給
付
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
時
間
外
延
長
保
育
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
子
育
て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
保
険
給

付
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　

重
度
障
害
者
の
方
に
対
す
る
医
療
費
や
入
院
給
食
費

等
の
助
成
事
業
や
支
給
対
象
が
小
学
校
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
児
童
手
当
給
付
事
業
を
実
施
す

る
な
ど
、
支
援
制
度
や
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

各世代にあわせた予防接種事業や

健康診査などの充実も図ります

校舎に続いて体育館の実施設計

に取り組みます

　

前
年
度
に
中
学
校
校
舎
が
完

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年

度
は
継
続
事
業
の
外
構
工
事
に

二
八
五
四
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、

屋
内
運
動
場
の
実
施
設
計
と
し
て

一
五
〇
〇
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
御
宿
小
学
校
と
岩

和
田
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は

来
年
度
を
目
標
と
し
、
検
討
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
小

学
校
統
合
に
関
し
て
校
舎
の
一
部

修
繕
な
ど
の
準
備
経
費
に
つ
い
て

四
二
七
万
円
を
計
上
し
、
子
ど
も

歳　出
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生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
内

の
老
朽
化
し
た
設
備
の
修
繕
を
行
う
ほ
か
、
ゴ
ミ
減
量

化
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
家
庭
ゴ
ミ
の
処

理
機
等
の
購
入
助
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

県
道
勝
浦
布
施
大
原
線
バ
イ
パ
ス
へ
の
接
続
路
線
と

な
る
町
道
０
１
０
６
号
線
（
実
谷
・
御
宿
台
入
口
）
や

町
道
０
１
０
５
号
線
（
役
場
下
）、
そ
の
他
の
町
道
の
新

設
改
良
工
事
、
維
持
補
修
費
な
ど
に
予
算
を
配
分
し
、

道
路
・
交
通
網
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
矢
田
団
地
の

屋
根
防
水
補
修
、
岩
和
田
団
地
の
火
災
報
知
器
設
置
な

ど
、
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　農業振興では、イノシシの被害に対する防止対策として、ひ

もわなの追加購入、捕獲後の処理に係る費用のほか、前年度に

引き続き、県からの補助金を活用した電気柵の設置に対する補

助も行います。

　漁業振興では岩和田漁港浚渫工事を行うとともに、磯根漁場

資源育成のため、アワビの種苗放流事業を実施します。

　観光振興・商業の活性化については、

昨年度から千葉県観光プロモーション事

業に取り組み、県との連携を図りながら、

観光ＰＲ活動に積極的に取り組みます。

　また、観光協会を主体とした四季折々

の各種イベントの企画開催はもとより、

宿泊業組合との連携により農・漁業体験

を組み入れた体験型観光を推進します。

　商工業振興としては、商工会の地域振

興事業に対する補助や中小企業利子補給

金交付制度の継続に努め、行政と民間協

働による地域の活性化を図ります。

暮らしやすい生活の基盤整備

産
業
間
の
連
携
と
民
間
協
働

5ヶ年計画の３年目となる

岩和田漁港整備事業

約3,000万円を投入

 平成18年度 予算

歩道（片側）を含め、11mの幅員に拡大

される町道0106線（実谷・御宿台入口）
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衛 生 費

59,605円

町民の健康管理促進
や、環境基盤の整備
のために

487,273千円

民 生 費

69,477円

子どもやお年寄り、
体の不自由な方の
福祉施策に

567,971千円

総 務 費

61,217円

庁舎管理費や事務管
理経費など町行政の
運営のために

500,448千円

消 防 費

22,788円

１人当たりの
総支出合計

334,067円

2,731,000千円

火災や災害など、万
が一に備えて

186,294千円

土 木 費

13,309円

町道や町営住宅な
どの維持管理のた
めに

108,802千円

商 工 費

13,198円

商工業や観光の
振興のために

107,891千円

議 会 費

8,719円

議会の運営に

71,274千円

農林水産業費

9,611円

農業や水産業の
振興のために

78,572千円

教 育 費

28,323円

学校教育や社会教育
のために

231,544千円

　
国
か
ら
町
へ
入
っ
て
く
る
お

金
が
見
直
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
果
た
す
べ
き
役
割
も
見
直
さ

れ
る
改
革
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
国
に
頼
っ
て
い
た
収
入
が
低
下

す
る
一
方
で
、
町
が
自
立
し
、
自

ら
の
責
任
で
予
算
を
確
保
し
つ

つ
、
施
策
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、

「
で
き
る
限
り
・
こ
れ
ま
で
ど
お

り
」
と
い
っ
た
意
識
を
は
ら
い
、

長
期
間
を
見
据
え
た
町
政
運
営
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
全
て
の
事

業
に
つ
い
て
緊
急
度
や
効
果
な
ど

を
考
慮
し
、
予
算
編
成
を
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
特
別
職
報
酬
、
管
理
職
手
当
の

見
直
し
、
制
度
改
正
に
伴
い
調
整

手
当
を
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、

定
員
管
理
の
適
正
化
に
よ
り
職
員

を
補
充
せ
ず
、
少
人
数
で
事
務
事

業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

款 事  業  名 事  業  費
財   源   内   訳

説     明
国県補助 起  債 その他 一般財源

総務費

コミュニティ施設助成金 10,300 10,300 七本集会所建設助成金

千葉県議会議員選挙 872 850 22
千葉県議会議員選挙執行経費。

平成 19 年４月執行予定。

農業委員会委員選挙 727 727 平成 19 年３月執行予定。

民生費 障害者福祉計画策定 1,200 1,200
障害者福祉計画の策定

（Ｈ 18 ～Ｈ 20 年度）

衛生費 清掃センター施設修繕等工事 35,300 24,509 10,791
焼却施設補修

（69.43% いすみ市負担金）。

教育費

耐震調査委託 3,000 3,000 御宿小学校耐震調査委託

小学校統合準備 4,270 4,270 校舎修繕、記念誌、移転作業等。

中学校屋内運動場実施設計委託 15,000 15,000 屋内運動場実施設計委託。

（Ｈ18.3.31現在の人口8,175人を基準）（下段は総額）

予算編成にあたって

平
成
18
年
度
の
新
し
い
事
業

町
民
１
人
当
た
り
の
支
出
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町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
３
つ
の
特
別
会
計
と

１
つ
の
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
会
計
も
生

活
に
密
接
し
た
重
要
な
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
は
一
般
会
計
と
は
異
な
り
、
使
途
が
決

ま
っ
た
会
計
で
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護

保
険
な
ど
生
命
に
係
る
事
業
や
、
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ

な
い
水
道
に
係
る
事
業
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

水道事業　会計

水道事業経営のため設けられた独立採算性
の会計です。

収益的収支

　収入　２４８，２６５千円

前年度比１．４％増 　　　

　支出　２７９，６２５千円

前年度比１２．３％減 　　　

資本的収支

　収入　　　５，１４６千円

増減なし　　　

　支出　　５１，９９５千円

前年度比６３．４％減 　　　

　安全でおいしい水を供給するため、水質
管理の強化や老朽化した施設の改修・補修
計画、広域水道の受水量を勘案した予算配
分としました。

国民健康保険　特別会計

自営業の方々などの医療を給付する会計です。

　予算額　９３１，９２２千円

前年度比２．８％増　　　

　高度医療技術の発展や加入者数の増加など

により、医療費が増えたことによる増額計上

となりました。

介護保険　特別会計

要介護等認定者の介護サービス費を支給する

会計です。

　予算額　５２７，７６７千円

前年度比８．９％増　　　

　介護保険制度の定着化により、要介護等認
定者や介護サービス利用者の増加により保険
給付費が増額したほか、介護予防に重点をお
いた地域支援事業の取り組みにより増額計上
となりました。

老人保健　特別会計

高齢者の医療費をまかなうための会計です。

　予算額　１，０４９，４３６千円

前年度比１．７％減 　

　対象者数の減少や平成１８年４月より診療
報酬明細点数が見直されたことにより、薬を
含めた病院へ支払う医療費の減少が減額計上
の要因となっています。

 平成18年度 予算

特
別
会
計
予
算
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御宿保育所 卒園式の様子

【
３
月
】

町
の
動
き

６
日（
月
）〜
16
日（
木
）

　
　
　

第
一
回
定
例
議
会

14
日（
火
）

　
　
　

御
宿
中
学
校
卒
業
式

17
日（
金
）

　
　
　

御
宿
・
岩
和
田
・

　
　
　

布
施
小
学
校
卒
業
式

26
日（
日
）

　
　
　

お
魚
ウ
ィ
ー
ク
ス
＆

　
　
　
　

月
の
沙
漠
童
謡
大
会

28
日（
火
）

　
　
　

御
宿
・
岩
和
田
保
育
所

　
　
　

卒
園
式

寒さの残るなか、恒例行事の一つとなっ

たお魚ウィークス＆月の沙漠童謡大

会が月の沙漠記念館前広場で開催されまし

た。

　メインイベントとなった３月２６日に

は、地元生産の野菜や干物などを販売す

る青空市、するもん汁の無料配布で会場は

賑わうほか、鯛やヒラメのつかみ取りやカ

ジキマグロの吊るし切りは人気コーナーと

あって行列が途切れることはありませんで

した。

　ステージでは、御宿児童合唱団、おんじゅ

く童謡を歌う会、夷隅郡市合唱連盟の皆さ

んによる童謡大会で、懐かしい歌が会場を

包み、来場した方々も一緒に口ずさむシー

ンも見られ、春の穏やかな時間を過ごせた

ことでしょう。

　また、童謡大会の先陣を切った御宿児童

合唱団は前日の２５日に町公民館でおさら

い会を行い、児童一人ひとりがホールに詰

め掛けた観客に歌声を披露しました。この

合唱団は、真木順子先生の発案により歌の

大好きな小学生が集まり、平成６年に結成。

各種イベントや老人ホーム慰問などで活躍

しています。

お魚ウィークス＆月の沙漠童謡大会
御宿児童合唱団 おさらい会

▲約2mの巨体から600人分
　のお刺身が取れました

真木先生の演奏と合唱団の
歌声が会場に広がる童謡大
会

▲

おさらい会のフィナーレには、お母さんたちも一緒に振り付で歌いました▲

「今晩のおかずを取ってくるよ。」

魚のつかみ取りコーナー

春を飾る イベント
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町消防団員４名が
　　 特別功労など受章

　消防団員の士気高揚を図るため、57回目

の千葉県消防大会が千葉市内で開催されま

した。

　関係者約1,000人が出席し、功績のあった

小川征団長が千葉県消防協会長特別功労章

を、井上和美警戒部長が消防庁長官永年勤

続功労章を、吉野民夫指導部長と吉野清孝

元分団長が日本消防協会長精績章を受章し

ました。

左から小川団長、井上警戒部長、

吉野指導部長、吉野元分団長

　地域防災のため、日夜活動している消防

団の役員改選が行われました。

　51年４ヶ月の長きにわたり消防団員とし

て地域の安全に貢献された永石伸一団長が

勇退され、新団長に小川征氏が就任。また、

その他の本部役員や分団長も下表のとおり

決まりました。

　今後も地域防災の要として、一致団結し

て安心で安全なまちづくり推進に努めます。

街中がさくら色に染まる４月、

輝く金の卵たちが成長への階

段を登りはじめました。今年は、

御宿保育所 21 名、岩和田保育所

14 名、御宿小学校４５名、岩和

田小学校２名、布施小学校 11 名、

御宿中学校 62 名が入学。どの学

校の新入生も緊張した様子はなく、

上級生からの温かい歓迎を受け、

これからの新しい生活に希望をふ

くらませているようでした。

　また、４月から歩いて通学す

る小学生の交通安全のため、いす

み交通安全協会からランドセルカ

バーが贈られました。

各保育所、小・中学校入学式

新しい教科書を目の前に。
「難しそうだけど、がんばり
ます。」

▲

町内の小学校で新入生が一番
多い御宿小学校。お友達がた
くさんできるかな。

▲

▲岩和田小学校は２人だ
けの新入生。「やさしい
上級生がたくさんいる
から寂しくないよ。」

職 名 氏 　 　 名

団 　 長 小川　　征

副 団 長 神定　善男

副 団 長 竹永　　賢

本 部 長 根本　典正

警 戒 部 長 井上　和美

訓 練 部 長 井上　峰男

指 導 部 長 吉野　民夫

指 導 部 長 鈴木　　清

分 団 名 氏 　 　 名 分団電話

第 １ 分 団 君塚　桂一郎 68-3859

第 ２ 分 団 小 林 　 　 明 68-2373

第 ３ 分 団 斎 藤 　 博 久 68-5974

第 ４ 分 団 神 定 　 浩 明 68-4471

第 ６ 分 団 井 上 　 　 昇 68-5306

第 ７ 分 団 石 井 　 博 之 68-4817

第 ８ 分 団 吉 野 　 信 次 68-6029

第 10 分団 君塚　三喜雄 68-3766

消防団 新体制決まる

■
消
防
団
本
部
役
員
■

■

分

団

長

■

▲もらった黄色いランドセル
　カバー。
　早く付けてみたいな！

春の風を浴びて
きらめく卵たち
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平成17年度

　

情
報
公
開
制
度
は
、
行
政
に
対
し
、
住
民
か
ら
の
公
開
請

求
に
よ
り
、
原
則
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
十
七
年
度
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の
運
用

状
況
は
、
実
施
機
関
別
の
請
求
で
み
ま
す
と
、
町
長
部
局
に

三
件
の
請
求
が
あ
り
、
す
べ
て
公
開
し
ま
し
た
。

請　求
２人

２件

申　出
１人

１件

合　計
３人

３件

■請求（申出）の状況

区分 請求者等の区分 件数

請求

町内に住所を有する者 2

町内に事務所を有する個人・法人・団体 －

町内に存する事務所等に勤務する者 －

町内に存する学校に在学する者 －

利害関係人 －

申出
請求権者以外 1

平成 12 年 3月 31 日以前の情報 －

合　　　　　　　　計 3

■請求（申出）者別内訳

区　分
処理状況 合　計 公開率

公　開 部分公開 非公開 取下げ 不存在等 ( 件 ) （％）

請　求 2 － － － － 2 100

申　出 1 － － － － 1 100

合　計 3 － － － － 3 100

■請求・申出処理状況

実施機関 請　求 申　出 合　計

町　長
建　設 － 1 1

住　民 2 － 2

合　　　　計 2 1 3

■実施機関別内訳

※1　請求…請求権者からのもの

※2　申出…請求権者以外及び平成12年3月31日以前の情報

後世に継ぐ 　私たちの住む御宿町には先祖が大切に残してきた

様々な歴史・伝統・文化があります。私たちは貴重

な文化財を、これからも保護・育成し、次世代へ継

承していかなければなりません。

　町指定の文化財は大きく分けると３つに分類され

ます。仏像等の彫刻品・工芸品等は有形文化財に、

神楽囃子等は民俗文化財に、千人塚供養塔等は記念

物に指定されています。国・県・町指定の文化財や

記念物の数は３５となっています。

　これらの文化財は管理者のもと、厳重に保管され

ていますが、なかには「最明寺夫婦銀杏」や「旧役

場大蘇鉄」（写真）のように気軽に立ち寄って見られ

るものもあります。

　今後、こうした町の文化財をご紹介していきます。

大正 13 年旧町役場の新築と同時に移転された「旧役場

大蘇鉄」は、昭和 53 年に町指定の文化財になりました。

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

－文化財・記念物－
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【飼い主としての責任】

（生活偏）

①犬を放す事は禁止

犬は鎖でつなぐか、檻に入れて飼わなければなりま

せん。放し飼いをすると体調によって人を噛んだり、

他人の庭や畑を荒らしたり、予定外の繁殖行為をす

るなど問題が生じますが、管理がきちんとされてい

れば防止できます。

②糞尿のあと始末

犬や猫の糞尿の後始末により不快な思いをし迷惑を

受けている人がいます。散歩中に糞をした場合は必

ず持ち帰りましょう。

③不妊・去勢手術

動物は年に数回、出産します。うちの子に限ってな

どと考えず、不幸な命をつくらないために、町では

不妊・去勢手術助成事業を実施しています。また、

去勢手術を行う事によって狂暴性やむだ吠えを和ら

げる効果も期待できます。

④終生飼う

誰かが拾ってくれるだろうという気持ちで動物を捨

ててはいけません。

やむを得ず手放さなければならない場合は、責任を

もって信頼のおける飼い主を探してください。

（役場手続偏）

①犬を飼い始めたら

役場へ必ず登録申請をしてください。登録を受ける

と鑑札が交付され、犬の首輪につけることにより迷

子になってしまったときは飼い主が判明します。

②狂犬病予防注射

毎年 1回受けさせなければなりません。接種後は

獣医師から予防注射済証が発行されますので、これ

を役場に提出すると狂犬病予防注射済票が交付され

ます。

③各種届出

登録後に住所を変更した場合や、犬が死亡した場合

は役場に必ず届出なければなりません。

犬及び猫の不妊手術助成事業が変わります

平成 18年４月１日から助成対象の犬や猫及び助成対象獣医師の拡大を行います。

１．助成対象となる不妊去勢手術を行う動物病院

　　　社団法人　千葉県獣医師会員の獣医師

２．対象

　　　（１）健康であって獣医師が手術を行うことを適当と認めた場合

　　　（２）狂犬病予防法に基づく登録及び申請年度の狂犬病予防注射を済ませている犬

　　　（３）猫は飼い猫である証明として首輪に名前をつける

３．補助金の額

　　　手術料金のうち、不妊・去勢一律３，０００円

　　　※当該年度において一飼養者につき犬及び猫各１頭とする

４．申請方法

　　　建設環境課窓口にて申請書を提出してください。

　　　※不妊去勢手術を予定している方は事前にご相談ください。

動物を飼うときは…
　動物を飼育されている皆様は、周りの人に迷惑をかけないよう正しいしつけをし、家族同然に愛情をもっ

て日々、共同生活をしていることと思います。しかし、その一方で犬の放飼し、糞尿の後始末、多頭飼育な

ど動物に関するトラブルが発生しており役場への相談が多く寄せられています。

　動物がかわいいからといって安易に飼い始めるべきではありません。動物を飼うからには最後まで（10 年

以上）めんどうを見られるか、家族で十分に話し合いましょう。
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43

③役場に事前申請をする ③特定福祉用具販売事業所※で

　福祉用具を購入する＜必要書類＞

・支給申請書

・住宅改修が必要な理由書

・工事費の見積書（詳しい内訳書）

・工事前の写真及び工事後の完成予想図

※福祉用具専門相談員のいる千葉県の

　指定を受けた事業所

④住宅改修工事を着工する

⑤役場に支給申請をする ④役場に支給申請をする

⑥工事費用の９割が支給されます ⑤購入金額の９割が支給されます

＜必要書類＞

・支給申請書　　　　・工事費の領収書

・工事内容の詳しい内訳書

・工事後の完成写真

・住宅の所有者の承諾書

＜必要書類＞

・支給申請書

・福祉用具の領収書

・福祉用具のカタログ

※工事費用は住宅１棟につき２０万円を限度

　とします。
※購入金額は１年間に１０万円を限度とします。

【問合せ先】役場保健福祉課　介護保険係　TEL６８－６７１６　内線２１６・２１７

４月から「福祉用具の購入」と

「住宅改修」の手続きが変わりました！

　福祉用具の購入と住宅改修は、要介護等認定を受けて自宅で生活する方で、日常生活の動作を助けたり、安

全性を確保するために利用する介護サービスです。

　いったん費用の全額を自分で支払い、所定の申請後に対象費用の９割が町から支給されますが、介護保険制

度が改正され、４月から申請の手続きなどが次のようになりました。

お
ん
じ
ゅ
く
の介護

住宅改修費の支給 福祉用具購入費の支給

①要介護等の認定を受ける

②ケアマネジャーに相談する
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　「春」は転勤や退職、引越しなどによる出会いや別れ、生活環境の急激な

変化の多い季節…心も身体も疲れやすい季節です。

　みなさんの「心」はお元気ですか？

★「うつ」は誰もがかかる可能性のある病気です。
　気持ちが落ち込んで何もしたくなくなったり、人と話をするのが嫌になったり、いろい

ろなことが辛く、また悲しく、あるいは悪いほうにばかり考えたり･･･と、こんな経験は誰

にでもあるのでは？

　通常であれば、いつの間にか元気になって、もとの生活に戻れるものですが、このよう

な状態がいつまでも続き、回復しない状態のことを「うつ状態」「うつ病」といいます。

★「うつ」は治療が必要な病気です。
　病気や身近な人との死別、社会や家庭での役割の喪失が「うつ」のきっかけになること

もあります。つぎのような症状で日常生活に支障がでている場合は、

早めに医師にご相談ください。

★ 心と身体に休養を…
　心の疲れに気づいたら、身体とともに心を休めてあげましょう。

心の不調

・悲しくつらい、涙が出る

・思考力や記憶力の低下

・イライラする

・意欲の低下

  身体の不調

・不眠・食欲低下

・体重減少

・倦怠感・疲労感

・落ち着かない

・頭痛・胃痛・下痢

・便秘・肩こりなど

「うつ」は身近な病気です。

ご相談は… かかりつけ医・専門医療機関（精神科・神経科・心療内科・メンタルクリニック）・

　　　　　 精神保健福祉センター・保健所・町保健センターへ

健康ワンポイ
ント
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県
民
が
集
う
「
看
護
の
日
」

エ
コ
マ
イ
ン
ド
養
成
講
座

募
　
集

ん
セ
ン
タ
ー｣

行
き
バ
ス
で｢

三
井
住
宅
前｣

下
車
、
徒
歩
五

分)

▼
内
容
　｢

ま
ち
の
保
健
室｣(

健

康
相
談)

、
デ
ュ
ー
ク
更
家
式

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

講
習
会
、
介
護
相
談
、
血
流
測

定
、
骨
密
度
測
定
、
指
圧
教
室
、

救
急
蘇
生
、
筋
力
測
定
、
高
齢

者
擬
似
体
験
、
介
護
物
品
の
展

示
な
ど

︻
看
護
週
間
︼

　
五
月
七
日(

日)

〜
十
三
日(

土)

　
※
各
医
療
施
設
で｢

ふ
れ
あ
い

看
護
体
験｣

や
各
地
域
で
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
看
護

協
会
　
℡
〇
四
三-

二
四
五-

一
七
四
四

　
　
環
境
を
大
切
に
思
う
心(

エ
コ

マ
イ
ン
ド)

を
育
み
、
環
境
学
習

の
普
及
啓
発
を
行
え
る
指
導
者
や

　
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に

ち
な
み
、
世
界
中
で
五
月
十
二
日

を｢

看
護
の
日｣

と
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む
一
週

間
を｢

看
護
週
間｣

と
し
て
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
看
護
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

︻
看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
︼

▼
日
時
　
五
月
十
三
日(

土)

　
　

　
十
時
〜
十
五
時

▼
会
場

　
県
立
柏
の
葉
公
園(

つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
柏
の
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
駅
か
ら
徒
歩
十
五

分
ま
た
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
東

武
野
田
線
柏
駅
西
口
か
ら｢

柏

の
葉
公
園｣

ま
た
は｢

国
立
が

２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　
　
　
　
自
衛
官
募
集

　
県
民
主
役
に
よ
る
地
域
文
化
の

創
造
と
発
信
を
目
指
し
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
自
主
的
な
文
化
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
し
い

文
化
の
創
造
や
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
自
主
的
な
文
化
事
業
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
書
類

審
査
・
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
対
象
　
文
化
の
振
興
を
主
た
る

　
目
的
と
し
て
活
動
を
行
う
団
体

▼
対
象
事
業
　
七
月
か
ら
平
成

十
九
年
二
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

る
事
業
で
、
県
内
に
お
い
て
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
行

う
文
化
に
関
す
る
公
演
、
展
示
、

コ
ン
ク
ー
ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
交
流
事
業
な
ど

▼
対
象
経
費
　
設
営
・
舞
台
関
係

費
、
出
演
・
音
楽
関
係
費
、
謝

金
、
旅
費
、
宣
伝
費

▼
補
助
金
額
　
五
万
円
を
上
限
と

し
、
自
己
負
担
金
を
超
え
な
い

額
で
、
補
助
対
象
経
費
の
二
分

の
一
以
内
の
額

▼
応
募
期
限
　
六
月
九
日(

金)

必
着

▼
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　
千
葉

県
文
化
振
興
課

　
℡
〇
四
三-

二
二
三-

二
四
〇
八

地
域
で
の
環
境
保
全
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　
参
加
体
験
型
の
学
習
を
通
じ

て
、
自
然
に
対
す
る
感
性
を
磨
く

と
と
も
に
、
人
と
環
境
、
人
と
人

と
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

▼
期
間
・
時
間  

六
月
〜
十
二
月

　
全
十
日
以
上
　
原
則
十
時
〜

十
六
時

▼
内
容　

・
必
修
科
目
／
県
環
境

政
策
の
概
要
、環
境
学
習
概
論
、

地
球
環
境
問
題
、
合
意
形
成
手

法
、
環
境
保
全
団
体
に
参
加
す

る
体
験
活
動
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
。・
選

択
科
目
／
楽
し
み
な
が
ら
自
然

を
学
ぶ
、
大
気
と
生
活
、
ご
み

問
題
と
日
々
の
生
活
、
音
と
生

活
な
ど
環
境
に
対
す
る
感
性
を

広
げ
る
た
め
の
科
目
な
ど

▼
定
員
　
①
平
日
コ
ー
ス
　
三
五

人
　
②
土
日
コ
ー
ス
　
三
五
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法　

受
講
希
望
理
由

(

四
百
字
以
内)

を
明
記
し
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
み

▼
締
め
切
り　

六
月
十
三
日(

火)

消
印
有
効

　
※
開
催
日
や
申
込

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
二
六
〇-

〇
〇
二
四
　
千
葉

市
中
央
区
中
央
一-

十
一-

一

　
県
環
境
財
団
　
℡
〇
四
三

-

二
四
六-

二
一
八
〇
　F

A
X

〇
四
三-

二
四
六-

六
九
六
九

　E
-m
a
il k
a
n
k
y
o
u
@
ck
z.jp

　
防
衛
庁
で
は
、
２
等
陸
・
海
・

空
士
自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
随
時
受
付
中

▼
試
験
期
日
及
び
時
間
　
平
成

十
八
年
五
月
二
七
日
（
土
）
午

前
九
時
〜
午
後
三
時

▼
試
験
場
所
　
陸
上
自
衛
隊
　
下

志
津
駐
屯
地

▼
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
茂
原

募
集
事
務
所
　
℡
〇
四
七
五-

二
五-

〇
四
五
二
（
茂
原
市
町

保
三-

二
一
七

　
シ
テ
ィ
ビ
ル

二
階
）

自
主
的
文
化
活
動

　
　
　
支
援
事
業
の
募
集
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火災件数 0 (1)   救急件数 38 （116）
(　) 内は１月からの累計（平成18年3月中）

御宿分署の出動状況

8,175人（－14） 男 3,891人 女 4,284人
世帯数 3,361  （平成18年3月31日）

人の動き

発生件数 4  死者数 ０  負傷者数 10
(平成18年１月１日～3月31日現在）

交通事故発生状況

乗車人数251 （586）
(　) 内は１月からの累計（平成18年3月中）

町民バス利用状況

出生 2　死亡 7

慶弔（3月届）

貯水率 100％  有効貯水量 579,000
（平成18年3月20日現在）

ダムの貯水状況

㎥

闘
病
の
身
を
励
ま
し
て
風
光
る　
　
　
　

岡
田
ま
さ
し

ね
ん
ご
ろ
に
作
る
蕗
み
そ
母
の
味　
　
　

大
曽
根
利
枝

風
光
る
少
女
の
髪
の
し
な
や
か
に　
　
　

秋
葉
喜
美
江

一
湾
の
一
艇
疾
し
春
一
番　
　
　
　
　
　

鶴
岡　

徳
治

舫
ひ
て
は
春
待
つ
船
の
軋
み
か
な　
　
　

岡
本　

俊
康

汐
鳴
り
や
途
切
れ
を
知
ら
ず
落
椿　
　
　

小
野　

玲
子

横
浜
の
豪
華
客
船
風
光
る　
　
　
　
　
　

大
谷　

仲

遠
く
よ
り
句
友
手
を
あ
げ
日
脚
の
ぶ　
　

押
元　

益
子

雲
切
れ
て
球
児
の
声
に
風
光
る　
　
　

姫
野　

千
晴

春
寒
し
ち
ゝ
の
病
状
い
ま
一
つ　
　
　

菊
池　

武
夫

登
校
子
の
新
た
な
ス
ー
ツ
風
光
る　
　

桜
谷　

敬
蔵

初
音
聞
き
あ
れ
か
な
と
目
で
追
う
て
み
る　

岡
山　

守

風
と
な
り
夜
の
行
き
ず
り
の
雛
の
客　

嵯
峨　

通
恵

春
嵐
お
か
っ
ぱ
上
げ
て
あ
ら
わ
な
る　

福
薗
千
鶴
子

夏
み
か
ん
た
わ
ゝ
に
ゆ
れ
て
思
ふ
こ
と　

宮
下　

鈴
子

背
負
籠
の
老
い
の
つ
ま
づ
き
山
笑
ふ　

石
田
ゆ
き
緒

　
　

兼
題　

（
風
光
る)

　第１句目、光る春風に希っての作者の日々
のたゝかい。第２句目、蕗みその味は母で
あるゆえ感謝。第３句目、成長する少女。
（石田）

　例年ですと、この時期は気温は上がり、春らしくなる

のですが、今年は肌寒く感じます。昨年度の豪雪の影

響なども関係しているのでしょうか。しかしながら、

桜の花が咲いたのは昨年よりも早く、入学式の時には

散りはじめていました。

　昨年、桜の写真を撮るために入学式にあわせて撮っ

たのを思い出しました。

　新たな生活のはじめとなる4月。新しい服に身を包

まれた初々しい新入生には、これから楽しいことが

待っていることでしょう。そういった情景を町の記録

として残すのも広報担当の仕事です。

　2年目となった私もこれまで以上に町民の皆様に

様々な情報を提供していきたいと考えています。（Ｉ）
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田
植
え
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
御
宿
の
農
業
は
野
菜
や
花
卉
の
栽
培
も
あ

り
ま
す
が
、
水
稲
が
大
部
分
を
占
め
、
１
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
作
付
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
豊
作
で
あ
り
、
農
家
の
方
々
も
満
足
の
ご
様
子
。

　
肥
料
や
水
の
配
分
な
ど
気
に
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
が
大
変

な
時
期
に
な
る
で
し
ょ
う
。
収
穫
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
長
く
、
稲
が
実
る
ま
で
は

心
配
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
以
上
に
豊
作
の
年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

農地の区分 小作料の標準額 備　　　　　考

上　田 18,000 円
土地改良施行済田で１区画の面積が 10 ｱ - ﾙ
以上の耕地
10 ｱ - ﾙ当たり収穫量　米 8.5 俵

中　田 15,000 円

土地改良施行済田で１区画の面積が 10 ｱ - ﾙ
未満の耕地
土地改良施行済田で幅 2.0 ｍ以上の道路等
より 20 ｍ以内にある耕地
10 ｱ - ﾙ当たり収穫量　米 7.8 俵

下　田 8,000 円
上記以外の耕地で山間谷津田耕地の高低差
が激しい耕地

　 項 　 目 　 単　位 金　額 備　　　　　考

一 般 農 作 業 １日 7,500 円 水田作業

耕 耘 機 耕 起 １０ａ 6,800 円

耕 耘 機 代 か け １０ａ 7,200 円 植付けできる状態まで

ト ラ ク タ ー 耕 起 １０ａ 6,300 円

ト ラ ク タ ー 代 か け １０ａ 7,000 円 植付けできる状態まで

機 械 田 植 機 １０ａ 6,500 円

コ ン バ イ ン １０ａ 17,200 円

も み 乾 燥 ( 生 ) 玄米 60kg 1,900 円

も み す り 玄米 60kg 800 円

箱 　 苗
緑化 １枚 609 円

硬化 １枚 840 円

畦 ぬ り ( 機 械 ) １ｍ 40 円

２. もみ乾燥は、乾燥機20俵入り以上の機械を利用した場合を標準とし、

660kg（11俵）以下を作業委託した場合は、１回22,000円とします。20

俵入り以下(乾燥機)を使用した場合は、もみ乾燥の標準とします。

１. 機械作業は、１圃場10aを標準とし、10a未満についてはお互いに協議決

定とします。

★問合せ先「御宿町農業委員会

　　　　　　（産業観光課 ℡(68)2513）」

※畑については設定していません

◎農作業標準賃金及び農業機械標準作業料金表

平成18年度 御宿町標準小作料と
　　　　　農作業標準賃金が決まりました

◎標準小作料

さい


